
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
頂
い

た
賜
物
で
あ
り
、
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
」述
べ
た
。

ま
た
、
刑
法
犯
の
認
知
件

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
都
民
の
体
感
治
安
の
回

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い

っ
た
点
な
ど
を
挙
げ
、
警
察

が
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
き
ま
し
て
、
防
犯
力
の

向
上
の
た
め
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
さ

れ
、
地
域
安
全
活
動
の
牽
引

役
を
果
た
し
て
欲
し
い
」
と

語
り
、
東
セ
協
の
活
動
に
対

す
る
期
待
に
触
れ
た
。

そ
し
て
、
日
本
防
犯
設
備

協
会
（
以
下
、
日
防
設
）
の

服
部
範
雄
代
表
理
事
が
挨

拶
。
警
察
庁
が
発
表
し
た
刑

法
犯
認
知
件
数
の
減
少
に
触

れ
、「
警
察
庁
の
説
明
に
よ
る

と
、
要
因
と
し
て
市
民
団
体

の
防
犯
活
動
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の

よ
う
な
防
犯
に
関
係
す
る
団

体
に
、
大
変
高
い
評
価
を
頂

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
」と
語
っ
た
上
で
、

安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
東
京
へ

「
平
成

年
新
年
交
歓
会
」
開
催
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東
京
都
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
促
進
協
力
会

パ
ス
ワ
ー
ド
ロ
ッ
ク
未
設
定
が
半
数
以
上

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
が
不
十
分
な
ユ
ー
ザ
多
数

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
出
版
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
調
査
」

「
Ｇ
空
間
情
報
の
利
活
用

に
よ
る
救
助
シ
ス
テ
ム
」
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
昨
年

末
に
は
、
実
証
実
験
も
行
わ

れ
た
。
今
回
は
、「
夢
の
救
助

シ
ス
テ
ム
」
と
も
い
う
べ
き

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
や

開
発
の
現
状
を
整
理
し
て
み

た
い
。

［
建
物
を
透
視
し
て
救
助
す

る
］火

災
な
ど
の
災
害
時
に
建

物
内
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を

救
助
す
る
の
は
、
消
防
の
大

き
な
役
割
だ
。
だ
が
、
地
下

街
な
ど
密
閉
空
間
で
の
救
助

活
動
は
、
極
め
て
困
難
で
救

助
隊
員
の
危
険
も
高
い
。

地
下
の
火
災
の
場
合
、
停

電
す
れ
ば
真
っ
暗
に
な
り
、

濃
煙
も
あ
っ
て
視
界
は
ほ
と

ん
ど
効
か
な
く
な
る
。
目
の

前
に
か
ざ
し
た
自
分
の
手
も

見
え
な
い
く
ら
い
で
、
目
隠

し
を
し
て
救
助
活
動
を
す
る

よ
う
な
状
況
に
な
る
。
地
下

の
現
場
と
地
上
の
指
揮
本
部

と
の
間
の
無
線
連
絡
も
難
し

い
。
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
有
毒
ガ
ス

が
充
満
し
て
い
る
た
め
空
気

呼
吸
器
を
使
っ
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
活
動
が
激

し
い
と
酸
素
の
消
費
量
が
多

く
な
り
、

分
も
経
た
ず
に
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空
気
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。「
地
下
に
取
り
残
さ
れ
た

人
が
い
る
」
と
の
情
報
で
救

助
活
動
に
取
り
か
か
っ
て

も
、
要
救
助
者
を
発
見
す
る

ど
こ
ろ
か
、
救
助
隊
員
が
無

事
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
す
ら

難
し
い
。地
下
で
な
く
て
も
、

窓
の
な
い
密
閉
空
間
な
ら
、

危
険
性
は
似
た
よ
う
な
も
の

だ
。こ

の
た
め
、
要
救
助
者
の

位
置
、
救
助
隊
の
進
入
ル
ー

ト
や
帰
還
ル
ー
ト
、
脱
出
で

き
な
く
な
っ
た
救
助
隊
員
の

位
置
な
ど
を
、
建
物
を
透
視

す
る
よ
う
に
し
て
外
部
か
ら

把
握
し
た
り
、
救
助
隊
員
に

情
報
提
供
し
た
り
で
き
な
い

か
、
と
い
う
の
は
、
昔
か
ら

消
防
の
夢
だ
っ
た
。

［
建
物
透
視
救
助
の
開
発
の

経
緯
］

１
９
９
８
年
の
「
自
治
体

消
防

年
」
記
念
事
業
の
一

50

環
と
し
て
行
わ
れ
た
消
防
庁

の
「
消
防
技
術
の
将
来
予
測

調
査
」
で
は
、「
消
防
隊
員
位

置
特
定
シ
ス
テ
ム
（
地
下
構

造
物
な
ど
の
積
層
し
た
巨
大

空
間
で
消
防
活
動
を
行
う
場

合
に
、
情
報
端
末
を
持
っ
た

個
々
の
消
防
隊
員
の
位
置

を
、
３
次
元
的
に
特
定
し
て

地
上
の
本
部
で
把
握
す
る
こ

と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
）」が

実
用
化
す
る
の
は
い
つ
頃

か
、
と
い
う
課
題
を
デ
ル
フ

ァ
イ
法
に
よ
り
専
門
家
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
課
題
の
重
要
度

は
「
極
め
て
重
要
」、
実
現
時

期
は
最
頻
値
も
中
央
値
も

「
２
０
０
１
年
～
２
０
０
５

年
」
と
さ
れ
、
大
部
分
の
専

門
家
が
２
０
１
０
年
ま
で
に

実
現
す
る
、と
答
え
て
い
た
。

実
際
、
２
０
０
０
年
５
月

に
「
大
深
度
地
下
の
公
共
的

使
用
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
危
機
感
を
抱
い
た
消
防

庁
が
２
０
０
１
年
度
に
「
大

深
度
地
下
等
に
お
け
る
消
防

隊
員
の
位
置
特
定
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」
と
い
う
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
隊
員
に
情
報

端
末
と
慣
性
航
法
装
置
を
携

帯
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
発
信
さ

れ
る
電
波
を
建
物
内
に
配
置

さ
れ
て
い
る
誘
導
灯
に
埋
め

込
ん
だ
電
子
タ
グ
で
受
信
し

て
発
信
源
の
位
置
の
特
定
を

行
い
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
又
は
非

常
用
電
灯
線
通
信
で
現
場
指

揮
本
部
に
伝
え
る
方
式
が
提

案
さ
れ
、
２
０
０
３
年
度
の

総
合
科
学
技
術
会
議
で
戦
略

建
物
透
視
救
助
シ
ス
テ
ム
の
実
現
が
近
い

的
重
点
化
項
目
の
一
つ
と
し

て
採
択
さ
れ
て
、
東
京
大
学

や
消
防
研
究
所
（
現
在
は
消

防
研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
研
究

開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

当
時
で
も
、
既
存
技
術
の

組
み
合
わ
せ
で
実
現
可
能
と

考
え
ら
れ
た
の
だ
が
、結
局
、

今
に
至
る
も
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。
実
現
で
き
な
か
っ

た
大
き
な
理
由
は
、
地
下
空

間
を
表
す
３
次
元
数
値
地
図

を
ど
う
作
る
か
、
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
隊
員
の
位
置
が

座
標
上
で
示
さ
れ
て
も
背
景

の
地
図
が
な
け
れ
ば
現
実
の

役
に
は
立
た
な
い
が
、
新
た

に
３
次
元
数
値
地
図
を
作
成

す
る
に
は
１
件
ご
と
に
相
当

の
費
用
が
か
か
る
、
と
い
う

の
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
の

だ
。

［
Ｇ
空
間
情
報
の
利
活
用
に

よ
る
救
助
シ
ス
テ
ム
］

あ
れ
か
ら

年
経
ち
、
今
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や
小
学
生
で
も
ス
マ
ホ
を
携

帯
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置
情
報

が
か
な
り
正
確
に
把
握
で
き

る
時
代
に
な
っ
た
。
救
助
隊

員
だ
け
で
な
く
、
要
救
助
者

の
位
置
も
把
握
で
き
る
可
能

性
が
出
て
来
た
の
だ
。
こ
の

た
め
、
２
０
０
１
年
度
の
調

査
研
究
に
携
わ
っ
た（
一
財
）

日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ

ー
が
、２
０
１
４
年
度
か
ら
、

Ｉ
Ｔ
企
業
や
消
防
機
器
メ
ー

カ
ー
の
協
力
も
得
て
、「
Ｇ
空

間
情
報
の
利
活
用
に
よ
る
救

助
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
再

挑
戦
し
て
い
る
。

慣
性
航
法
装
置
や
位
置
情

報
の
取
得
・
発
信
シ
ス
テ
ム

は
、
既
に
ス
マ
ホ
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
。
最
大
の
課
題
だ

っ
た
「
３
次
元
数
値
地
図
」

に
つ
い
て
は
、
今
や
既
存
の

地
図
情
報
が
存
在
し
て
い

た
。
大
規
模
な
建
築
物
や
地

下
街
な
ど
で
は
、
自
動
火
災

報
知
設
備
の
総
合
操
作
盤
の

情
報
と
し
て
、
階
層
ご
と
の

平
面
図
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
が

入
っ
て
お
り
、
毎
年
更
新
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

だ
。あ

ま
り
欲
張
ら
ず
に
そ
れ

を
使
い
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
落

と
し
込
め
ば
、
救
助
隊
員
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
を
持
っ

て
い
る
要
救
助
者
の
位
置

も
、
実
用
上
問
題
な
い
精
度

で
把
握
で
き
る
。
総
合
操
作

盤
は
自
動
火
災
報
知
設
備
の

感
知
器
と
繋
が
っ
て
い
る
の

で
、
電
波
の
受
発
信
は
感
知

器
に
組
み
込
ん
だ
チ
ッ
プ
で

行
え
ば
よ
い
。

救
助
隊
員
や
要
救
助
者
の

位
置
を
現
場
平
面
図
に
落
と

し
込
ん
だ
画
像
は
、
通
常
な

ら
携
帯
型
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
見
れ
ば
良
い
の
だ
が
、

現
場
に
進
入
す
る
救
助
隊
員

は
、
手
が
ふ
さ
が
る
し
濃
煙

で
画
面
が
見
え
な
い
可
能
性

も
高
い
た
め
、
ゴ
ー
グ
ル
に

表
示
す
る
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

端
末
」
が
ほ
し
い
。
ど
う
せ

高
機
能
ゴ
ー
グ
ル
に
す
る
な

ら
、
赤
外
線
暗
視
装
置
も
つ

け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
空
気
呼
吸
器
の
空
気
残

量
は
本
部
で
把
握
す
る
と
と

も
に
、
ゴ
ー
グ
ル
内
に
も
表

示
で
き
な
い
か
・
・
・

検
討
の
過
程
で
、
現
場
の

救
助
隊
員
の
ニ
ー
ズ
と
最
新

技
術
が
出
合
い
、
夢
の
技
術

が
さ
ら
に
高
度
に
な
っ
て
、

実
現
に
近
づ
い
て
い
る
。

様
々
な
先
端
技
術
も
、
今
で

は
手
の
届
く
価
格
に
な
っ
て

い
る
の
は
驚
く
ほ
ど
だ
。

［
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
別
の

問
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
］

今
度
こ
そ
、「
建
物
を
透
視

し
て
救
助
す
る
」
夢
の
技
術

が
実
用
化
さ
れ
そ
う
な
勢
い

だ
が
、
別
の
問
題
も
な
い
で

は
な
い
。

ス
マ
ホ
の
位
置
情
報
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点
か
ら
の
方

が
利
用
価
値
は
遙
か
に
高

い
。
地
上
で
は
衛
星
の
電
波

と
地
図
情
報
の
組
み
合
わ
せ

で
位
置
情
報
が
特
定
で
き
る

が
、
信
頼
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

地
図
の
な
い
大
規
模
建
築
物

や
地
下
街
で
は
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
。
こ
の
消
防
の
建

物
透
視
救
助
シ
ス
テ
ム
と
組

め
ば
、
そ
の
問
題
が
ク
リ
ア

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

精
密
な
位
置
測
定
を
す
る

に
は
、
ス
マ
ホ
に
あ
る
種
の

ア
プ
リ
を
組
み
込
む
必
要
が

あ
る
の
だ
が
、「
救
助
」
を
理

由
に
そ
の
種
の
ア
プ
リ
を
組

み
込
ま
せ
、
実
は
商
業
利
用

を
す
る
、
な
ど
と
い
う
手
口

も
あ
り
そ
う
だ
。
建
物
内
で

あ
ま
り
に
精
密
な
位
置
情
報

を
把
握
で
き
る
と
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
に
直
結
す
る

と
い
う
問
題
も
あ
る
。

現
在
は
、
隊
員
に
持
た
せ

る
端
末
機
器
は
高
精
度
・
高

機
能
な
も
の
に
す
る
一
方
、

要
救
助
者
の
持
つ
ス
マ
ホ
の

位
置
情
報
は
、
救
助
活
動
の

実
態
に
合
わ
せ
て
あ
る
程
度

の
曖
昧
さ
を
持
た
せ
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
方
向
に
な
り
そ
う
だ
。

年
後
に
は
、
救
助
隊
の

10
ゴ
ー
グ
ル
は
全
て
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
端
末
内
蔵
の
高
機
能
ゴ

ー
グ
ル
に
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
夢
の
技
術
が
実

現
に
近
づ
い
て
き
た
の
は
嬉

し
い
こ
と
だ
。

ス
マ
ホ
マ
ナ
ー
の
啓
蒙
活

動
を
行
う
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
出

版
（
東
京
都
港
区
、
倉
垣
秀

男
代
表
、
℡
０
３
・
６
７
２

１
・
１
５
８
８
）
は
、「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定

及
び
乗
っ
取
り
に
関
す
る
調

査
」
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

パ
ス
ワ
ー
ド
ロ
ッ
ク
を
利
用

し
て
い
な
い
ユ
ー
ザ
が
半
数

以
上
の

・
８
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

56

Ｅ
を
乗
っ
取
ら
れ
た
際
の
対

処
法
を
「
知
ら
な
い
」
と
回

答
し
た
の
が

・
５
％
に
及

54

ん
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定

が
不
十
分
な
ユ
ー
ザ
が
多
い

結
果
と
な
っ
た
。

今
回
の
調
査
は
、

歳
以
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上
の
男
女
３
７
５
人
を
対
象

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実

施
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
他
人
に
見

ら
れ
た
経
験
の
有
無
に
つ
い

て
は
、

％
が
見
ら
れ
た
こ

25

と
が
あ
る
と
回
答
。
ま
た
、

％
が
他
人
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

46見
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え

た
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
端
末

ロ
ッ
ク
の
利
用
状
況
は
、
32

％
が
利
用
し
て
い
な
い
と
回

答
。
ロ
ッ
ク
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
う
回
答
も
見

ら
れ
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
パ
ス

ワ
ー
ド
ロ
ッ
ク
機
能
を
利
用

し
て
い
る
か
と
の
問
い
に

は
、

・
８
％
が
使
用
し
て

56

い
な
い
と
回
答
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
端
末
ロ
ッ
ク
だ
け

で
十
分
だ
と
思
っ
て
い
た
点

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
乗
っ
取
ら
れ
た
際
の

対
象
方
法
を
知
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
、

・
５
％
が
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知
ら
な
い
と
回
答
。
乗
っ
取

り
予
防
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｎ

コ
ー
ド
を
複
雑
化
し
て
い
る

か
と
い
う
質
問
に
は
、

・
61

４
％
が
複
雑
な
も
の
に
設
定

し
て
い
な
い
と
回
答
。
複
雑

な
も
の
に
設
定
し
な
い
理
由

と
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
自

体
を
知
ら
な
い
、
忘
れ
そ
う

と
い
っ
た
理
由
が
見
ら
れ

た
。
様
々
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で

も
、
日
本
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ユ

ー
ザ
が
多
い
一
方
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
は
十
分
浸
透
し
て
い
な
い

こ
と
が
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
窺
え
る
。

東
京
都
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
促

進
協
力
会（
東
京
都
豊
島
区
、

政
本
猛
理
事
長
、
℡
０
３
・

３
９
８
５
・
８
６
７
６
、
以

下
東
セ
協
）
は
、
２
月
３
日

に
東
京
・
千
代
田
区
の
ス
ク

ワ
ー
ル
麹
町
で
「
平
成

年
28

新
年
交
歓
会
」
を
開
催
。
会

員
企
業
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関

係
団
体
な
ど
か
ら
多
数
が
参

加
し
た
。
政
本
理
事
長
は
、

安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
東

京
を
実
現
す
る
た
め
に
、
組

織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
を
示
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
は
じ
め

に
政
本
理
事
長
が
挨
拶
。「
平

成

年
３
月
に
立
ち
上
げ

12
て
、満

年
が
経
ち
ま
し
た
。

15

総
務
委
員
会
並
び
に
理
事
会

で
、
昨
年

月
に
バ
ッ
チ
を

12

作
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
バ
ッ
チ
を
着
け
て
い
る
も

の
は
、
防
犯
活
動
を
真
面
目

に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と

い
う
都
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
東
京
都
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

東
京
都
自
動
車
盗
難
等
防
止

対
策
協
議
会
、
東
京
万
引
き

防
止
官
民
合
同
会
議
等
の
会

議
に
参
画
さ
せ
て
頂
き
、
安

全
安
心
な
ま
ち
の
東
京
の
一

翼
を
務
め
て
い
ま
す
。

東
京
防
犯
協
会
連
合
会
の

ご
依
頼
で
、
東
京
防
犯
優
良

マ
ン
シ
ョ
ン
・
駐
車
場
登
録

制
度
で
優
良
な
マ
ン
シ
ョ
ン

の
審
査
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め

る
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
駐

車
場
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。警

視
庁
の
生
活
安
全
部
長

か
ら
、
建
物
防
犯
協
力
員
と

い
う
名
前
で
委
託
を
受
け
て

お
り
、
各
警
察
署
の
防
犯
講

話
へ
の
講
師
派
遣
、
防
犯
診

断
、
防
犯
相
談
、
防
犯
の
展

示
な
ど
地
域
安
全
活
動
に
協

力
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

平
成

年
の
池
田
小
事
件
か

13

ら
、
東
京
都
が
補
助
金
を
出

し
た
「
学
校
１
１
０
番
非
常

通
報
装
置
」
は
、
現
在
２
５

０
０
～
２
６
０
０
校
に
達
し

て
い
る
」
と
活
動
を
紹
介
。

ま
た
、
出
席
者
に
「
安
全
で

安
心
し
て
住
め
る
東
京
」
と

呼
び
掛
け
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か
れ
ま
す
。
近
々
、
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
首
都
東
京
が
狙
わ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

東
京
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
私
ど
も
東

セ
協
は
全
員
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
大
阪
、
静
岡
、
神

奈
川
か
ら
協
会
の
方
が
出
席

頂
い
て
い
ま
す
が
、
全
国
の

地
方
協
会
の
皆
さ
ま
方
と
一

緒
に
な
っ
て
、
も
う
一
度
世

界
一
安
全
な
国
、
日
本
の
復

活
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
警

視
庁
生
活
安
全
部
の
前
田
守

彦
参
事
官
が
挨
拶
。「
皆
さ
ま

方
に
は
平
素
か
ら
、
警
察
行

政
の
各
般
に
わ
た
り
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。
日
頃

か
ら
警
察
署
と
連
携
し
た
防

犯
診
断
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
お
け
る
防
犯
機
器

の
展
示
、
相
談
な
ど
の
活
動

を
通
じ
、
防
犯
設
備
等
の
普

及
促
進
や
理
事
長
か
ら
も
お

話
が
あ
っ
た
『
学
校
１
１
０

番
非
常
通
報
シ
ス
テ
ム
』
に

よ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

安
心
の
確
保
に
ご
尽
力
を
頂

い
て
い
る
他
、
東
京
防
犯
優

良
マ
ン
シ
ョ
ン
・
駐
車
場
登

録
制
度
の
調
査
な
ら
び
に
審

査
担
当
と
し
て
、
多
大
な
る

ご
尽
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
、
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

都
内
の
犯
罪
情
勢
は
、
刑

法
犯
認
知
件
数
は
平
成

年
15

以
降
、

年
連
続
し
て
減
少

13

し
、
平
成

年
の
ピ
ー
ク
時

14

の
半
数
以
下
と
な
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
成
果
は
皆
さ
ま

方
を
は
じ
め
、
自
治
体
、
各

事
業
者
、
地
域
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
相
互
に
連

携
し
、
地
域
防
犯
活
動
な
ど

政本理事長

警視庁・前田参事官

日防設・服部代表理事

日
防
設
の
Ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
制
度
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
。そ

し
て
、「
面
と
し
て
社

会
、
或
い
は
建
物
を
捉
え
て

い
く
の
が
効
果
的
な
時
代
が

来
た
。
こ
う
い
う
所
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
活
動
を
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

次
い
で
、東
京
都
青
少
年
・

治
安
対
策
本
部
の
村
山
隆
治

安
対
策
担
当
部
長
が
挨
拶
。

「
東
セ
協
は
私
ど
も
が
事
務

局
を
務
め
る
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
要
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
日
々
意
見

を
頂
く
と
と
も
に
、
お
集
ま

り
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
泥
棒

が
入
り
に
く
い
家
を
作
る
、

カ
メ
ラ
の
設
置
を
促
進
す
る

な
ど
、
防
犯
に
関
し
て
日
々

協
力
を
頂
い
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
４
年
後
に

控
え
る
中
、「
私
ど
も
が
目
指

し
て
い
る
の
は
、
世
界
一
安

全
な
都
市
・
東
京
で
は
な
く
、

世
界
一
安
全
か
つ
安
心
な
東

京
。
客
観
的
な
安
全
が
実
現

さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
都

民
全
て
が
安
心
感
を
実
感
で

き
る
。
体
感
治
安
が
良
く
な

っ
て
、
安
心
を
実
感
で
き
る

都
市
を
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」と
語
っ
た
。

そ
し
て
、
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
戦
略
や
条
例
に
基

づ
い
て
、
施
策
の
強
化
を
し

て
い
く
」
と
語
り
、
具
体
例

と
し
て
来
年
度
予
算
で
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
、
特
殊
詐
欺
対

策
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
旨

を
示
し
た
。

そ
し
て
、
参
列
し
た
来
賓

を
紹
介
後
、
大
阪
府
防
犯
設

備
士
協
会
の
平
野
富
義
理
事

長
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、

歓
談
に
入
っ
た
。

東京都・村山担当部長

大防設・平野理事長


